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講
師
が
出
向
き
、
無
料
で
市
政
や
身
近
な
生
活
に
関
す
る
情
報
を

お
届
け
し
て
い
る
行
田
市
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
（
以
下
「
出
前

講
座
」）
が
、
こ
の
9
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
民
間
企

業
な
ど
が
提
供
す
る
講
座
が
仲
間
入
り
し
、
内
容
が
さ
ら
に
充
実
。

新
た
な
知
識
や
経
験
と
い
う
「
ス
パ
イ
ス
」
を
加
え
て
、
皆
さ
ん

の
人
生
を
よ
り
味
わ
い
深
い
も
の
に
し
ま
せ
ん
か
。

出前講座の様子。市民の皆さんが主催
する集会などに出向き、講座を実施して
います。近年は「防災」「防犯」「健康」に
関するものが人気です。
※ 講師の都合などにより、希望日時に
講座を提供することができないこと
があります。

民間企業による一味違った講座で、レベルアップ!NEW

協力：県立進修館高等学校　用
よう

皆
がい

桂
けい

華
か

さん、小林明穂さん、木下芙
ふう

伽
か

さん

※ 対象が限られている講座もあります。詳しくは行田市まちづくり出前講座メニュー集をご覧
ください（ひとつくり支援課で配布または市ホームページからダウンロード可）。
※出前講座を実施していただける企業を募集しています。

 あいおいニッセイ同和損保
交通安全教室
交通危険予測シミュレータを使用して、ゲーム感
覚で道路歩行中や自転車走行中の危険と回避
方法を体感して学びます。

ＭＹリフレクター《反射板》作成教室
交通グッズの役割を理解し、オリジナルのリフレ
クターを作ります。※子ども向け

高齢者疑似体験プログラム
耳栓や特殊眼鏡、手足の重りを装着することで、
加齢によって生じる精神的・肉体的変化を実感し
てもらい、高齢者に優しい環境づくり・社会づくり
に役立てます。

ユニバーサルマナーセミナー
東京オリンピック・パラリンピックに向けて、年齢・
性別・国籍・能力などの違いに関係なく対応する
マナーを学びます。 他8講座

 NTTドコモ
ＮＴＴドコモ スマホ・ケータイ安全教室
スマートフォンや携帯電話の利用に関連したトラ
ブルを未然に防ぐための対応方法を解説します。

 大塚製薬
女性のミカタ「エクオール」について知ろう！
女性の美容と健康をサポートする大豆イソフラ
ボンのパワーの源「エクオール」について紹介し
ます。

カラダを守る乳酸菌について知ろう
乳酸菌B240を摂取することで、免疫力が向上す
るメカニズムを紹介します。

目覚めスッキリ習慣で1日に差をつけよう！
充実した1日のために重要なスッキリした目覚め
感。それをサポートする生活リズム改善を紹介し
ます。

ア
ツ
ア
ツ
の
情
報
を
お
届
け

出
前
講
座

〜
出
前
講
座
を
受
け
て
み
た
の
巻
・
高
校
生
編
〜

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

「
知
り
た
い
」「
学
び
た
い
」

を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

市
民
の
皆
さ
ん
の
「
知
り
た
い
」「
学

び
た
い
」
と
い
う
学
習
意
欲
に
応
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
出
前
講
座
の
申
し
込
み

が
年
々
増
加
。
平
成
29
年
度
は
、
開
設

当
時
の
約
４
倍
と
な
る
３
千
８
９
８
人

が
受
講
し
ま
し
た
（
別
表
参
照
）。受
講

者
か
ら
は
「
と
て
も
分
か
り
や
す
い
」

「
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
楽
し
さ
を
味

わ
え
た
」
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

民
間
企
業
も
参
入
し
、

 
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

市
職
員
が
提
供
す
る
講
座
に
加
え
、

新
た
に
民
間
企
業
な
ど
の
講
座
も
受
講

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

民
間
企
業
な
ど
の
講
座
に
は
、
２
つ

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。１
つ
目
は
、

専
門
性
が
高
く
実
生
活
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、
日
常
生
活

で
は
味
わ
え
な
い
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な

体
験
活
動
を
通
じ
て
、
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
す
（
体
験
講
座
は
材
料
費

が
掛
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）。こ
れ
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
味
違
っ
た
新

鮮
な
知
識
に
出
会
い
、
活
用
す
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
自
分
磨
き
に
拍
車
が
掛

か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

出
前
講
座
は
、
市
職
員
が
提
供
す
る

講
座
で
あ
れ
ば
、
市
民
だ
け
で
な
く
市

内
に
事
業
所
を
置
く
民
間
企
業
の
皆
さ

ん
も
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
講

座
で
得
た
知
識
や
技
術
を
存
分
に
生
か

し
、ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
と
し
て
、

ま
た
、
地
域
活
動
の
主
役
と
し
て
活
躍

し
て
ほ
し
い
…
。
そ
う
い
っ
た
願
い
を

込
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
熱
々
の
講
座
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
生

涯
学
習
担
当
☎
５
５
６
―
８
３
１
９

今
度
の
課
題
知
っ
て
る
？

行
田
市
の
こ
と
に
つ
い
て

調
べ
る
ん
だ
よ
ね
。

そ
ん
な
と
き
は
、

こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

出
前
講
座
は
、

　市
の
取
り
組
み
な
ど
を

　
　講
義
し
て
く
れ
る
よ
。民

間
企
業
が

提
供
す
る
講
座
も

あ
る
ん
だ
！

私
た
ち
は

こ
の
講
座
を

受
け
た
い
で
す
！申

請
書
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ち
ら
で
講
師
と

日
時
な
ど
を

調
整
す
る
ね
。

そ
の
後
は
皆
さ
ん
と

講
師
と
で
、
詳
し
い

内
容
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

当
日

受
講
者
側
で
簡
単
な

報
告
書
を
書
い
て
。

内
容
も
充
実
し
て
い
た
し
、

 

ま
た
受
け
た
い
な
。

市
内
在
住

在
勤
・
在
学
の

　人
以
上

の
グ
ル
ー
プ

な
ら
受
講    

！

子
ど
も
会
や

パ
パ
・
マ
マ

サ
ー
ク
ル

な
ど
の
活
動
に
も

お
ス
ス
メ
で
す
！

10

OK

市の職員
⬇

「地域に密着した活動をして
いきたい」という思いから、こ
の事業に参加させていただき
ました。これまでの実績に基づ
いた信用性の高いデータを活
用しながら、充実した講座を実
施していきます。楽しく学んで
いただき、普段の生活に少しで
も潤いを感じていただけたら、
私たちとしても大変うれしく
思います。

あいおいニッセイ同和損保埼玉北支店
熊谷支社長  吉尾賢一さん

レ
ッ
ツ

 

エ
ン
ジ
ョ
イ

お
待
ち
ど
お
さ
ま
〜

出前講座実施数と受講者の推移
（人）

平成14年度

受講者数（人） 出前講座実施数（件）

平成21年度 平成29年度
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撮影協力：田丸屋
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1に運動  2に食事  しっかり禁煙
～健康寿命の延伸に取り組みましょう～
あなたの健康は大丈夫？

医師インタビュー

荒木医院　院長　荒木　宏 さん

本
市
の
65
歳
健
康
寿
命
は
、
平
成
28
年
度
男
性

が
17
・
24
歳
、女
性
は
20
・
58
歳
で
す
。グ
ラ
フ
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、
女
性
は
県
平
均
20
・
24
歳
よ

り
長
く
63
市
町
村
中
15
位
、
男
性
は
県
平
均
17
・

40
歳
よ
り
短
く
、
63
市
町
村
中
46
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
、
一
人
一
人

の
生
活
の
質
の
低
下
を
防
ぐ
観
点
か
ら
も
重
要
で

や
そ
の
重
症
化
の
予
防
を
目
的
と
し
た
健
診
で

す
。
行
田
市
特
定
健
診
の
受
診
率
は
平
成
28
年
度

34
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
県
平
均
39
・
8
％
と

比
較
す
る
と
、
低
い
状
況
で
す
。

合
わ
せ
て
、
が
ん
検
診
も
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
は
元
気
な
時
に
こ
そ
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
体
調
が
悪
い
と
き
は
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

各
種
健
康
に
関
す
る
教
室
に

 

参
加
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
各
種
教
室
、
相

談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
診

を
受
診
し
、
生
活
習
慣
の
振
り
返
り
を
必
要
と
し

た
方
に
は
、「
特
定
保
健
指
導
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
事
業
を

 

ご
活
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
で
は
、
特
に
糖
尿
病
に
関
し
て

そ
の
重
症
化
に
よ
る
人
工
透
析
へ
の
移
行
を
防

ぐ
た
め
、「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
基
づ
い
た
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
６
カ
月
間
の
保
健
指

導
を
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
連
携
し
な
が
ら
実

施
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
心
身
と
も
に
豊
か
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
保
健
事
業
を
ぜ
ひ
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課（
内
２
７
１
）ま
た

は
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
３
―
０
０
５
３

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に

過
ご
す
た
め
に

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

① 

運
動
習
慣
の
定
着
：
無
理
の
な
い
程
度
に
毎
日

体
を
動
か
す

　
　

 

力
が
入
る
↓
動
き
や
す
く
な
る
↓
筋
力
が
戻

る
↓
も
っ
と
動
け
る
。

②
食
生
活
の
改
善
：
食
は
体
づ
く
り
の
源

　

 　

 

主
食（
茶
碗
1
杯
の
ご
飯
）主
菜（
片
手
１
杯

の
た
ん
ぱ
く
質
）副
菜（
両
手
1
杯
の
野
菜
や

キ
ノ
コ
類
）で
健
康
づ
く
り

③ 

禁
煙
：
喫
煙
者
、
非
喫
煙
者
の
相
互
理
解

　
　

 　
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
、

禁
煙
外
来
を
受
診
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
※
初
め
て
の
方
を
対
象
に
費
用

の
助
成
制
度
あ
り

　
　

 　
非
喫
煙
者
は
、
周
囲
の
環
境
に
注
意
し
、

副
流
煙
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
な
ど
、各
種
健（
検
）診
を

 

受
け
ま
し
ょ
う

　
定
期
的
に
健
診
を
受
診
し
、自
分
の
健
康
状
態

を
知
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
あ
な
た
や
あ
な
た
の

家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
、年
に
一
度
は
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
で
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

行
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
加
入
者
を
対
象
に
特
定
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見

連
す
る
疾
病
が
上
位
を
占
め
て
お
り
（
平
成
28
年

度
13
億
円
）、生
活
習
慣
病
予
防
の
対
策
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

す
。
生
活
習
慣
病
な
ど
の
疾
病
が
悪
化
す
る
と
、

食
事
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
に
よ
り
生
活
の

楽
し
み
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

楽
し
く
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
も
、

生
活
習
慣
を
ぜ
ひ
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
口
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
中

高
齢
化
率
の
推
移
は
、
平
成
12
年
は
15
・
9
％

で
し
た
が
、
平
成
29
年
に
は
28
・
7
％
と
急
速
に

上
昇
し
て
い
ま
す
。
将
来
推
計
で
も
22
年
後
は
、

38
・
9
％
と
年
々
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
な
ど
の
増
加
は

大
き
な
問
題
で
す

本
市
の
40
歳
以
上
の
人
の
死
因
別
割
合
は
、
悪

性
新
生
物
（
が
ん
）
が
第
1
位
、次
い
で
、心
疾
患

や
脳
血
管
疾
患
が
多
く
、
生
活
習
慣
に
関
す
る
疾

病
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
悪
性
新
生
物（
が

ん
）は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
発
症
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
予

防
可
能
な
生
活
習
慣
や
環
境
要
因
を
原
因
と
す
る

「
生
活
習
慣
病
」
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。年
齢

と
と
も
に
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
行
田
市
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の
状

況
も
、
加
入
者
の
1
人
当
た
り
の
医
療
費
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
県
市
町
村
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
疾
病
別
総
医
療
費
の
現
状
は
、
高
血
圧
、

慢
性
腎
不
全
、
糖
尿
病
な
ど
、
生
活
習
慣
病
に
関

健
康
寿
命
の
延
伸
が
重
要
っ
て

い
う
け
れ
ど
…

埼
玉
県
に
お
け
る
健
康
寿
命
は
「
65
歳
に
達
し

た
人
が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
期
間
、
具

体
的
に
は
『
要
介
護
2
以
上
に
な
る
ま
で
』
の
期

間
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
９
月
1
日
か
ら
30
日
ま
で
の
1
カ
月
間
を
「
健
康
増
進

普
及
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

近
年
の
国
民
の
平
均
寿
命
の
伸
長
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
一
方
、
人
口

の
高
齢
化
、
社
会
生
活
環
境
の
急
激
な
変
化
な
ど
に
伴
い
、
生
活
習
慣
病
の
増

加
な
ど
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
健
康
寿
命
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65歳健康寿命
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埼玉県（男）
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埼玉県（女）
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1人当たりの医療費年次推移

資料：国民健康保険事業状況（H25～27年度確定値、28年度速報値）
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200,000円
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H26年度

251,734

234,913

H27年度

260,933

244,286

H28年度

265,003

248,995

生活習慣病の怖いところは、症状が突然
起こることです。そうならないために、日ご
ろから自分の健康状態を知っておくことが重
要です。よく、「○○で病院にかかっている
から健診は受けない」という声を耳にします
が、健診を受けなくてよいわけではありませ
ん。一つの病気にもさまざまな原因がある
かもしれませんので、その原因を見つけるた
めにも健診を受けることは大切です。
生活習慣病は、生活習慣の改善が基本で

す。一人一人が自分の健康状態を知り、健
康づくりを実践していきましょう。

？？
～健康寿命～健康寿命
あなた
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ご参加ください「市政懇談会」 旧忍町信用組合店舗を活用した
カフェがオープンします

　市では、市民の皆さんの「声」を市政に反映させる
ため、市政全般についての意見交換を行う「市政懇談
会」を開催します。
　次の地区で懇談会を開催しますので、ぜひご参加く
ださい。
▶開催日時・場所　
　 【南河原】9月25日㈫午後6時30分～ 8時・南河原
公民館

　 【忍】10月5日㈮午後6時30分～ 8時・忍・行田
公民館

▶ その他　申し込みは不要です。直接会場にお越しく
ださい。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　水城公園東側園地に移築・改修・復原した市指定文化
財「旧忍町信用組合店舗」内にカフェが9月22日㈯にオー
プンします。ぜひご来店ください。なお、開店に先立ちオー
プニングセレモニーを開催します。
オープニングセレモニー
▶日時　9月22日㈯午前10時30分

▶営業時間　午前11時～午後4時（水・木曜日定休）
▶運営事業者　行田レインボーネットワーク
▶ その他　カフェで働いていただける方を募集していま
す。業務内容は調理、接客などです。詳細はホームページ
（http://oshimachicafe.main.jp/）をご覧ください。
▶問い合わせ　同ネットワーク☎556―4330

「市長への手紙」 54
　このコーナーは、手紙や電子メールなどにより、市長へご意見・ご提言などをいただい
たものの中から、その一部を紹介するものです。
　なお、原則として、回答を希望するものを紹介しています。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

意　見

　「浮き城のまち安全・安心情報メール」で犯罪不審者
情報が送られてくる。特に日没が早くなる冬などは、
不審者の発見が遅くなるなどの心配があるため、路地
の街灯を設置してほしい。

回　答

　防犯灯は、各地域の実情に応じて最適な設置ができ
るように、各地域の自治会の皆さんに設置と維持管理
をしていただいています。市民の皆さんが自治会活動
の中で意見を反映し、設置する灯数、場所などを検討
した上で設置となりますので、ご理解ご協力をお願い
します。

意　見

　市内で催しがあるとき、開始などを告げる花火（空砲）
が上がるが、どこで行われるのか知りたい。

回　答

　開始などを告げる花火（空砲）については消防署本署
に届け出が出されるので、同署（☎550―2123）に問
い合わせください。
　また、市主催の催しなどについては、市ホームペー
ジ内の「イベント情報」や「市報ぎょうだ」への掲載に
努めていきますので、引き続きご覧いただきますよう
お願いします。

岡山県倉敷市へ災害支援のため職員を派遣しました
　市では平成30年7月豪雨により被害を受けた岡山県倉敷市
へ7月28日～ 8月4日の8日間、災害支援のため罹

りさ い
災証明発

行に必要な住家被害認定調査業務に従事する職員１人を派遣し
ました。
　利根川、荒川の二大河川に挟まれた本市においても、今回の
災害を対岸の火事とせず、これまで以上に万全の備えを構築し
ていきます。

県内で自転車乗用中の交通死亡事故が多発しています
　自転車利用者の交差点での安全不確認により、左右や対向から来る車両と衝突する事故が多発しています。
平成30年7月末現在、県内の自転車乗用中の死者数は、25人となっており、前年に比べ7人増加しています。
自転車を運転する際は、特に交差点に注意し、信号や一時停止を必ず守り、見通しが悪い場所では一

いったん
旦停止し

て安全確認を確実に行うなど交通ルールの遵守を徹底しましょう。

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）

自転車安全利用5則
①自転車は、車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
　・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　・夜間はライトを点灯
　・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
⑤子どもはヘルメットを着用

市内の交通事故状況
人身事故

物件事故
件　数 死者数 傷者数

平成30年
7月末 197件 1人 245人 967件

平成29年
7月末 220件 2人 271人 957件

増減 －23件 －1人 －26人 10件
増減率 －10.5％ －50.0％ －9.6％ 1.0％

住宅街に高く積まれた災害ごみ

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

倉敷市に災害支援のため派遣された
地域づくり支援課 主幹 風間 正博

　私が目の当たりにした現状は、新聞・テレビなどで報道されて
いた以上に厳しく、各家庭などから出された災害ごみは道路沿い
に高く積まれていました。その処理には多くの時間と費用を要し、
今後もさらに人手が必要との印象を受けました。
　被害確認業務では調査の際に支給されたスマートフォンが酷暑
のため、操作ができなくなるトラブルもありましたが、できるだ
け早く罹災証明が発行できるよう迅速な調査・判定に努めました。
　被災地の皆さんは大切な方々や財産を失い、精神的な被害も大
きく、心のケアなども含め、官民が一体となって復旧・復興に力
を注ぐことが急務と感じました。

※各年とも1月からの集計数で平成30年分については、速報値です。
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　市では平成31年度から、物品購入等や建築物管
理の業務委託等の入札参加資格審査における申請を、
県および電子入札共同システム参加自治体と共同で
受け付けます。なお、物品等の資格審査申請につい
ては、今回から埼玉県電子入札共同システムによる電
子申請に変更となるので、手引きなどをご確認の上、
申請してください。
▶ 入札参加資格有効期間　
　平成31年4月1日～平成33年3月31日
▶申し込み　
　【新規申請】10月4日㈭～11月9日㈮
　 【更新申請】11月12日㈪～12月２６日㈬
　 上記期間までに埼玉県電子入札共同システムによる
電子申請を行い、関係書類を郵送
▶郵送先　
　 〒330―9301 さいたま市浦和区高砂3―15―1
埼玉県入札審査課　※持参不可
▶ その他　詳細は市ホームページまたは県ホーム
ページをご覧ください。
▶ 問い合わせ　契約検査課契約担当（内線 213・
　214）

▶日時　10月11日㈭午後1時30分～ 3時30分
▶場所　「みらい」文化ホール
▶内容　「いのちを食べて いのちは生きる」
　・  「生」の本質である生命への感謝と尊敬、被差別

部落問題、伝承してきた家族の絆を考える。
　・ 映画「ある精肉店のはなし」ダイジェスト版の上映
と纐
はなぶさ
纈あやさん（映画監督）による講演

▶対象　市内在住・在勤の方
▶定員　300人（先着順）
▶参加費　無料
▶ 主催　行田市教育委員会、
行田市人権教育推進協議会
▶ 問い合わせ　ひとつくり支援
課人権教育推進担当☎556
―8319

　10月1日㈪を調査期日として、5年に1度の住宅・
土地統計調査が全国で実施されます。調査後の統計
は、私たちの暮らしと住まいに関する計画や施策の基
礎資料として、幅広く活用されます。調査員が伺いま
したら、調査へのご協力をお願いします。

統計調査員が対象世帯を訪問します
　この調査において、本市では市内全域で約3千世
帯が対象となります。埼玉県知事が任命した統計調
査員が、9月下旬に対象となる世帯に調査票の配布に
伺い、10月1日以降、記入した調査票の回収を行い
ます。なお、インターネットによる回答も可能ですので、
ぜひご利用ください。
「かたり調査」にご注意ください
　調査員は顔写真付きの「調査員証」を携帯していま
す。「調査員証」の提示がない場合や、電話による問
い合わせに不審な点を感じた場合などは企画政策課
までご連絡ください。
調査票の秘密は守られます
　調査票の記入内容は、統計以外の目的に使われる
ことはありません。また、調査員や調査関係者が調
査で知り得た情報を他に漏らすことは法律で固く禁じ
られています。
▶問い合わせ　同課統計担当（内線310）

▶日時　10月6日㈯午前9時～10時　
　   （午前8時45分集合）※雨天中止（中止の場合は前
日に判断し、市ホームページおよび市公式ツイッ
ターで周知）　
▶集合場所　古代蓮会館南側芝生広場
▶ 内容　古代蓮の里を愛着のある公園にするため、
ボランティア清掃活動を行う
▶持ち物　清掃用の手袋、ごみ袋 
▶ 主催　行田のまちをゴシゴシ委員会
▶ 問い合わせ　同委員会事務局（都市計画課内・内線
５６０４または管理課内・内線５７０４）　

平成31・32年度物品等競争入札
参加資格申請を受け付けます

行田市人権教育講座平成30年住宅・土地統計調査を
実施します

古代蓮の里の清掃活動
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「今」からみんなで考えよう! 公共施設の将来
～【第３回】公共施設の再編に向けた今後の取り組み～

　「市報ぎょうだ」7月号から連載を始めた公共施設マネジメントの特集も今回で3回目。今月号では、
8月号に続き、公共施設再編の手法の一つである「長寿命化」を紹介します。

安心・安全な公
共施設を利用した
い。それには施設
の集約化や長寿命
化を上手に活用し
て、必要なサービ
スを残しながら、
施設の再編を進め
ていくことが大事
だと思います。

新しい施設も魅
力的ですが、やは
り慣れ親しんだ施
設は長く大切に利
用していきたいで
すね。やりくり室
長の話を聞いて、
こはぜ君はどう思
う？

施設の数を見直
すことも大切です
が、今ある施設を
安全に長く維持し
ていくことも、上
手なやりくりの一
つです。 施設の
「長寿命化」によ
り、それが可能と
なります。

こまめな修繕や改修を
行う長寿命化工事によっ
て、建物をより良い状態
で長く利用することがで
きます。また、長寿命化は
更新費の節減にも有効
な手法です。８月号と今月
号で公共施設再編の手
法を紹介しましたが、施
設ごとに集約化や長寿命
化など、最適な手法を検
討することが重要です。

現在、市では、公共
施設マネジメントを
広く市民の皆さんに
知っていただくため
に、地域を回って住
民意見交換会を開催
しています。自治会
回覧で開催日程をお
知らせしますので、ぜ
ひ、ご参加いただき、
皆さんのご意見をお
聞かせください。

ぎょうだ足袋中学校
1年 こはぜ君

ぎょうだ足袋中学校
担任 ハス子先生

行田市役所
やりくり室長

【事後保全】不具合が出た後にメンテナンスを実施

【予防保全】不具合が出る前に小まめなメンテナンスを実施

新設 修繕・改修 修繕・改修建て替え 建て替え

新設から建て替えまでの期間：約50～60年 必要に応じて適切な
規模への減築を検討

※鉄筋コンクリート造の例

従来の更新サイクル

長寿命化の更新サイクル

A A A

新設 修繕・改修 修繕・改修建て替え

新設から建て替えまでの期間：約70～80年

A A
修繕・改修

長寿命化工事
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　交通事故や傷害事件など第三者（加害者）の行為が
原因で負傷したり、病気になったりすることは、第
三者の行為による傷病とされています。このような
場合も、国民健康保険、後期高齢者医療制度の保険
証を使用して治療を受けられます。また、被害者に
過失がない限り、原則として加害者が医療費を負担
することになります。
　そのため、保険証を使用する場合、保険年金課へ
届け出をしてください。届け出がない場合、市から
加害者へ治療費を請求できず、保険制度から医療費
が支払われたままになります。
　ただし、自己の故意の犯罪行為（飲酒運転による事
故など）によるものなどでは、国民健康保険、後期高
齢者医療制度から医療費を給付できない場合があり
ます。

▶届け出に必要なもの
　・ 国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療
被保険者証

　・印鑑
　・交通事故証明書
▶問い合わせ　同課（内線271・226）

国民健康保険・後期高齢者
医療制度からのお願い

交通事故にあったら届け出を
　市では、商業の振興に寄与するため、行田市商業
振興対策委員会を設置しています。この委員会は商
業振興に関することについて、市長の諮問に応じて
答申または建議するための機関です。
  このたび、皆さんの意見を幅広く反映させるため、
次のとおり委員会の委員を募集します。

▶ 応募資格　市内在住・在勤・在学の満20歳以上で、
平日昼間に開催する会議（年1回程度）に出席でき
る方。ただし、次の方は応募できません。
　⑴応募日現在、本市の他の審議委員になっている方
　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任　　期　委嘱した日から2年
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、
勤務場所（または学校名）、商業振興に関するレポー
ト（400字程度）を記載した書類（様式自由）を、10
月31日㈬までに持参または郵送により提出してく
ださい。
　 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸２―5 行
田市商工観光課
▶ 選考方法　レポートを参考の上選考し、結果は応
募者全員に通知します。
▶問い合わせ　同課商工振興担当（内線383）

行田市商業振興対策委員会の
委員を募集します

　市では、平成30年度から35年度を計画期間とす
る「行田市障がい者計画」を策定しました。この計画
の進行状況を確認するため、行田市障がい者計画進
行管理委員会の委員を募集します。

▶ 応募資格　市内在住で、平日昼間に開催する会議
（年1回程度）に出席できる方。ただし、次に掲げ
る方を除きます。
　① 応募日現在、本市の審議会などの委員になって
いる方

　②市職員および市議会議員
▶募集人数　1人
▶任　　期　平成36年3月まで
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号を明記し
た書類（様式自由）を9月28日㈮（必着）までに持参
または郵送により提出してください。【持参・郵送】
〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市福祉課
▶ 選考方法　応募者多数の場合は抽選。抽選日時は
応募者に後日通知します。
▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線266）

行田市障がい者計画進行管理
委員会の委員を募集します

▶ 日　　時　10月5日～平成31年3月15日の毎週
金曜日(年末年始、祝日を除く全20回)午後7時～
9時　
▶ 場　　所　中央公民館（1月18日、2月8日、3月
1日は忍・行田公民館）　
▶ 対　　象　入門課程を受講したことのある方また
は手話で簡単な会話ができる方　
▶定　　員　10人（先着順）　
▶ 参 加 費　3,240円※手話奉仕員養成テキスト「手
話で学ぼう 手話で話そう」をお持ちの方は無料
▶ 申し込み・問い合わせ　9月26日㈬までに電話で
行田市社会福祉協議会☎557―5400

手話奉仕員養成講習会
（基礎課程）

9月は敬老月間です
  敬老祝金を贈呈します
　9月15日現在で、市内に引き続き1年以上居住し、住民基本台帳に記録されている満77歳、満88歳、満
99歳の方へ長寿を祝福するとともに敬老の意を表し、敬老祝金(行田商店共通商品券)を贈呈します。
※各地区を担当する民生委員が戸別配布します。

  行田市敬老祝賀式典を開催します
　在宅高齢者の介護などで高齢者福祉に功績のあった家庭（敬老模範家庭）をたたえ、表彰を行うとともに、結
婚50年を迎える(迎えた)夫婦（金婚夫婦）に、表彰状と記念品を贈呈します。

▶日時　 9月1日㈯午前10時
▶場所 　「みらい」文化ホール

  各地区で敬老会が開催されます
　各地区で開催される敬老会の日程は、次のとおりです。

地　区 開催日 場　　所

須加 9月  9日(日) 総合福祉会館
「やすらぎの里」

北河原 9月  9日(日) 北河原公民館

埼玉 ※４

星宮 9月  2日(日) 大堰永寿荘

太井①※5 9月  9日(日) 太井公民館

太井②※5 9月17日(月) 鶴土井会館

太井③※5 9月15日(土) 清水町自治会館

下忍 9月13日(木) 湯本天然温泉

太田 ※４

南河原 9月16日(日) 南河原小学校

地　区 開催日 場　　所

忍 10月14日(日) 商工センター

行田 9月13日(木) 商工センター

佐間①※1 9月  8日(土) 佐間公民館

佐間②※1 9月16日(日) コミュニティセン
ターみずしろ分館

佐間③※1 9月17日(月) コミュニティセン
ターみずしろ分館

持田 9月16日(日) 持田公民館

星河①※2 9月  9日(日) 星河公民館

星河②※2 9月  8日(土) 星河公民館

長野①※3 9月16日(日) 桜ヶ丘公民館

長野②※3 9月17日(月) 長野公民館

荒木 9月16日(日) 荒木小学校

※１　佐間①（大町・緑町・一佐間・二佐間・佐間神明・佐間三間）
　　　佐間②（向友会）
　　　佐間③（第一旭・第二旭）
※２　星河①（第一斉条・斉条団地・二斎条・一和田・第二和田区・第一谷郷区・柳坪・第二谷郷新田・東台）
　　　星河②（飯倉・栄町・春日・第二谷郷東第一・第二谷郷東第二・東栄・谷郷小橋団地・第三谷郷）
※３　長野①（二桜・三桜南部・富士見中央・富士見東部・富士見西部・三桜北部・桜ヶ丘・富士見北部・長野住宅）
　　　長野②（一桜・田幡・林区・橋場・中斉・堀の内・つるまき・満願・白山区・大下区・新田区）
※４　埼玉地区および太田地区は、単位自治会ごとに日時・場所が異なります（対象者には各自治会から連絡がありま
　　　す）。
※５　太井①（門井・門井二丁目・棚田町・西新町・壱里山町・門井団地・押上町・深水町）
　　　太井②（第三門井）
　　　太井③（清水町）

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線223）
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格闘技で自己防衛
～ブラジリアン柔術で心身ともに鍛える～

　不安やイライラを感じるときは、ストレスを発散し、
自分の感情を外に吐き出すことが大切です。格闘技の
チェスといわれる柔術で、全身を動かして頭脳も鍛えま
せんか。

▶日　　時　10月27日㈯午後1時30分～ 3時30分
▶場　　所　行田グリーンアリーナ柔道場
▶対　　象　市内在住・在勤・在学の男性
▶定　　員　30人
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　運動ができる服装、タオル、飲み物
▶主　　催　VIVAぎょうだ
▶そ の 他　 2歳から就学前のお子さんを対象にした託

児サービスの申し込みは10月5日㈮まで
▶ 申し込み・問い合わせ　
　　　　　　 10月19日㈮までに電話でVIVAぎょうだ

☎556―9301
　　　　　　※  9 月 17 日・24 日、

10月8日を除く月曜
日と9月18日・25日、
10月9日㈫は休館

1213

日本遺産/足袋蔵コーディネーター養成講座
(全9回)を開講します

仕事に活かせるパワーポイント講座
～操作の基本～

　プレゼンテーションで活躍するパワーポイントの基本
操作をマスターし、求職活動に役立つスキルを学びませ
んか。

▶日　　時　10月25日㈭午後1時～ 4時
▶場　　所　中央公民館PC研修室
▶講　　師　澁澤髙雄さん（リンク学院学院長）
▶対　　象　市内在住・在学で就職活動を考えている方
▶定　　員　18人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　筆記用具
▶主　　催　VIVAぎょうだ
▶そ の 他　 2歳から就学前のお子さんを対象にした託

児サービスの申し込みは10月5日㈮まで
▶ 申し込み・問い合わせ　
　　　　　　 10月19日㈮までに電話でVIVAぎょうだ

☎ 556―9301 ※ 9 月 17 日・24日、10
月8日を除く月曜日と9月18日・25日、
10月9日㈫は休館

　行田市日本遺産推進協議会では、本市の日本遺産ストーリーやその構成資産である足袋蔵などのPRにご協
力いただけるボランティアの方、構成資産の足袋蔵の公開・活用をアシストしてくださるボランティアの方
を広く募集します。この「日本遺産/足袋蔵コーディネーター養成講座」を受講していただき、来年度以降に具
体的な活動を行う予定です。なお、講座1回だけの受講もできます。

▶日時・場所・内容

▶対　　象　18歳以上の方
▶参 加 費　無料(昼食代・入館料・交通費などは各自負担)
▶主　　催　行田市日本遺産推進協議会
▶ そ の 他　第3回以降の講座は、10月26日㈮、11月10日㈯・23日㈮、12月7日㈮、平成31年1月18日㈮、
2月1日㈮・15日㈮に開講予定。
▶ 申し込み・問い合わせ　電話または住所・氏名・性別・年齢を明記の上、FAXもしくはEメールで文化財
保護課☎553―3581【FAX】556―0770【Eメール】bunka@city.gyoda.lg.jp

回 日　　時 場　　所 内　　容

１ 9月26日(水)
午後1時30分～4時30分 郷土博物館講座室

講演「日本遺産と行田市のストー
リー」、郷土博物館所蔵の日本遺産
構成資産見学

２ 10月14日(日)
午前10時～午後4時

商工センター玄関
前集合

日本遺産構成資産（足袋蔵など）の現
地見学

景観まち歩きを実施します

　平成28年度に「忍城址周辺地区」が、県の「歴
史のみち景観モデル地区」に指定されたことを
受け、市・県・NPOと協働で当該地区において、
「歴史と文化の薫りが漂う忍城址周辺のまち歩
き」と題したまち歩きを昨年度に引き続き実施
します。興味がある方はぜひご参加ください。

▶日　　時　10月20日㈯午前９時～正午
▶集合場所　秩父鉄道行田市駅南口階段下
▶定　　員　30人（先着順）
▶ 申し込み　10月10日㈬（必着）までに参加
希望コース「忍城址周辺地区」、参加者全員
の郵便番号、住所、氏名（フリガナ）、電話
番号、年齢、性別を明記の上、郵送または
Eメールで県田園都市づくり課【郵送】〒330
―9301　埼玉県田園都市づくり課【Eメー
ル】a5540-01@pref.saitama.lg.jp

▶そ の 他　
　・ 手話通訳者・要約筆記者による補助が必要

な場合には、申込時にお申し出ください。
　・ まち歩きルートは、市ホームページ掲載

の「景観まち歩きのチラシ」をご確認くだ
さい。

▶問い合わせ　都市計画課計画担当（内線5605）

東京2020オリンピック・パラリンピック
県の都市ボランティアを募集します

　東京2020大会の期間中に国内外から訪れる大勢の観戦客を、心
を込めてお迎えする「埼玉県の都市ボランティア」を募集します。

▶募集期間　9月30日㈰まで
▶活動日数　大会期間中に3日間以上(一部の役割は5日間以上)
▶内　　容　 観戦客が利用する駅周辺などでの道案内や県内の魅

力PRなど
▶募集人数　5,400人
▶そ の 他　 応募方法など、詳しくは県ホームページの募集要項

をご覧ください。（「埼玉県2020」で検索）
▶問い合わせ　 県都市ボランティア募集コールセンター☎048―

833―2700

東京2020オリンピック・パラリンピック
ホストファミリーを募集します

　海外選手の家族などをゲストとして受け入れるホストファミ
リーを募集します。ホストファミリーは、日本の文化や暮らしを
紹介したり、一緒に選手を応援したりするなどこの機会ならでは
のおもてなしでゲストとの交流を深めます。
　応募条件・応募方法など、詳しくは県ホームページをご覧くだ
さい。（「埼玉県2020」で検索）

▶問い合わせ　（公財）埼玉県国際交流協会☎048―833―2992

東京都市圏パーソントリップ調査にご協力ください
　県では、人の一日の動きを把握・分析することで、暮らしやすい都市づくりや広域
的な交通計画の検討を進めるため、9月から12月にかけて、移動に関する調査「第6回
東京都市圏パーソントリップ調査」を実施します。
　無作為抽出によりこの調査の対象となった家庭には、県から調査の依頼状を郵送し
ますので、お手元に届きましたらご協力をお願いします。なお、今回の調査では調査
対象世帯にID とパスワードを配布し、パソコンやスマートフォンなどで回答していた
だきます。回答期限までに回答されなかった方やインターネット回答ができない方へ
は、後日、紙の調査票を郵送配布し、郵送回収します。

スマートフォンで二次元
バーコードを読み込み、
ご覧ください。

▶問い合わせ　県都市計画課☎048―830―5337

調査の流れ

回答完了回答 回答

未回答
インターネット回答用
の IDとパスワードを

送付

調査対象の方が
インターネットで

回答

回答期限までに
回答できなかった方へ
紙調査票を送付

調査対象の方が
インターネットもしくは

紙調査票で回答回答 紙調査票で回答
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談相種各 （9月15日～10月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

9月25日㈫ ※ 予約はその月の１日
から(土・日曜日、祝
日の場合は翌日）

午前9時20分～正午 地域づくり支援課
（内線252）10月11日㈭ 午後1時40分～ 4時20分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
消費生活センター
（内線495）

結婚 VIVAぎょうだ 10月7日㈰　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚
支援センター☎090
―2416―9692

不動産 市役所 9月19日㈬ 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 きっずプラザ
あおい 10月10日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課

（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の
納税相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課

（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 9月25日㈫、10月9日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
8月19日㈰  午前9時 0.06マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(晴れ）

▼ 
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さしあげます

ゆずってください

▷製菓板　▷水洗式ポータブルトイレ　▷マッサージ機　
▷車イス　▷ソファ（2人掛け）　▷ベビーチェア　▷ベビー
サークル　▷電動ミシン（工業用）　▷ペット用サークル　
▷ドレッサー　▷本棚　▷洋服ダンス（上下分割可）　▷三
面鏡　▷リクライニングチェア　▷冷蔵庫

▷掃除機　▷大人用自転車　▷シュレッダー　▷台車（キャ
スター付）　▷チャイルドシート　▷クーラーファン　▷
室内運動器具（自転車タイプ）　▷卓上用ロックミシン　▷
芝刈り機（電動）

不
用
品
情
報（
無
料
）

第3次求人企業合同面接会
▶日　　時　 10月10日㈬午後1時～ 4時（正午から受け

付け）　
▶場　　所　 大宮ソニックシティビル4階市民ホール（さ

いたま市大宮区桜木町1―7―5）
▶対　　象　 平成31年3月大学・短大・専門学校など卒

業見込みの方（3年以内の既卒者も参加可）
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　履歴書（複数枚）
▶そ の 他　
　・参加企業の求人等情報誌を配布します。
　・ 参加企業名は埼玉県雇用対策協議会ホームページに
掲載する予定です。

　・事前予約は不要です。
▶問い合わせ　同協議会☎048―647―4185

行田クイズ

【問題】県内に3カ所しかない貴重な県指定文化財「三
重塔」のある市内の寺院は次のどれでしょう。
ア．満願寺　
イ．天洲寺　
ウ．成就院

先月号のクイズの答え
【答え】ウ．39体
【解説】平成10年に行田市の中心を通る国道125号
線の電線地中化整備事業に伴い、一部区間（860メー
トル）の歩道上に小さな櫓が建ちました。櫓の上には、
仕事をしたり、遊んだりとさまざまな童人形が設置
されています。
▶問い合わせ　商工観光課観光担当（内線389）

　クイズを通して埼玉の魅力を知っていただき、郷土埼
玉への関心と愛着度を高めるため「第7回埼玉クイズ王決
定戦」を開催します。
　優勝チームには「タイ旅行」を贈呈する他、上位入賞者
に県産品を中心にさまざまな賞品を用意しています。そ
の他、参加者全員にプレゼントもあります。ぜひ、ご参
加ください。

▶予選開催日時・場所
　① 10月28日㈰午前10時30分・日本薬科大学（北足立

郡伊奈町小室10281）
　② 11月18日㈰午前10時および午後1時30分・コクー

ンシティ（さいたま市大宮区吉敷町4―263―1）
　③ 12月22日㈯午後1時30分・飯能市市民活動センター
（飯能市栄町24―4）

▶ 決勝開催日時･場所　平成31年2月3日（日）午後１時・
イオンレイクタウンmori木の広場（越谷市レイクタウ
ン3―1―1）
▶ 申し込み　①は10月18日㈭まで、②は11月8日㈭まで、
③は12月12日㈬までに県公式観光サイト「ちょこた
び埼玉（https://www.pref.saitama.lg.jp/chokotabi-
saitama/）」の応募フォームから、または埼玉クイズ王
のチラシ（応募用紙）に必要事項を記入の上、埼玉クイ
ズ王決定戦実行委員会事務局まで郵送またはFAXで申
し込みください。【FAX】048―830―4819
▶ 問い合わせ　同事務局☎048―830―3959

納期のお知らせ（9月分）

▶日　　時　 10月6日㈯午前10時～午後4時
▶場　　所　八木橋百貨店1階正面入り口（熊谷市仲町74）
▶内　　容　 不動産鑑定士が不動産の価格などの相談に応

じます。
▶主　　催　公益社団法人埼玉県不動産鑑定士協会
▶後　　援　埼玉県、熊谷市他
▶問い合わせ　同協会☎048―789―6000

平成30年度不動産鑑定士による
不動産の無料相談会

普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
固定資産税・都市計画税・・・・・・・・・3期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・3期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・3期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・3期

納期限　10月1日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座
振替をご利用ください。

・納付の相談は随時収納課で実施しています。
▶問い合わせ　同課収納担当（内線236・237）

第7回埼玉クイズ王決定戦　

野良猫の一斉不妊手術を行います
▶期　　日　10月3日㈬
▶場　　所　湯本内装株式会社（埼玉3331）
▶内　　容　飼い主が特定されない猫の不妊手術の実施
▶主　　催　NPO法人犬猫みなしご救援隊
▶そ の 他　別途料金が発生します。
▶ 申し込み・ 問い合わせ　10月2日㈫までに電話で

COCOレンジャー保泉☎070―1460―
2211またはチームMK矢野☎080―3591
―3745
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

1617

ママ･パパ教室（要申し込み）
日　　時　10月11日㈭午後1時15分～ 4時
　　　　　(午後1時から受け付け)　
対　　象　妊婦とその家族
定　　員　20人(先着順)
内　　容　 妊娠中の歯の健康、沐

もくよく
浴実習、妊婦擬似体

験など
そ の 他　 安定期に入った妊娠中後期(18週～34週)

の参加をお勧めします。

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 9月28日㈮午前10時～ 11時30分
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者
内　　容　 1カ月児健診が済んでから4カ月未満のお

子さんの体重測定や育児相談です。友達作
りの場としてもご利用ください。

離乳食（後期）教室（要申し込み）
日　　時　 9月27日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 9 ～ 11カ月のお子さんとその保護者

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　9月20日㈭午前9時30分～ 11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
健 診 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ

月児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科
健診、3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ
んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

※ 4カ月児健診は個別健診のため、市内指定医療機関
で、それ以外の健診などは保健センターで行います。

※ 4カ月児健診の受診票は赤ちゃん訪問で配布します。

子どもの健康

健康相談（要申し込み）
日　　時　10月15日㈪
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 食事や運動、歯など健康に関する生活習慣

について相談したい方
そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

おとなの健康

健康づくりチャレンジポイント認定講座

長寿の秘
ひ

訣
けつ

！大豆活用術

　市民の健康増進を目指し、受動喫煙防止対策を実施
している飲食店を「空気も美味しいお店」として認定
しています。飲食店の皆さん、ぜひご応募ください。

対　　象　 市内に所在地を有し、次の①～④の全ての
項目に該当する飲食店

　　　　　①店内が終日全面禁煙であること
　　　　　② 入り口や店内に禁煙であることが表示さ

れていること
　　　　　③店内に飲食スペースがあること
　　　　　④店内で調理したものを提供していること
申し込み　直接または電話で保健センター

行田市版「空
くう

気
き

も美
お い

味しいお店
みせ

」
を募集します

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号
9月16日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
9月17日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111
9月23日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
9月24日（月) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
9月30日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
10月  7日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
10月  8日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111
10月14日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。急な病
気やけがに関して、看護師の相談員が医療機関を受診
すべきかどうかなどをアドバイスしますので、判断に
迷ったときは気軽にお電話ください。
※ ダイヤル回線、IP電話、PHSの場合は☎048―
824―4199

※ 受診できる医療機関の案内は、行田市消防署☎
550―2123も対応しています。

#7119（365日24時間対応）

◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口

日　　時　 9月12日㈬午後1時30分～ 3時（午後1時か
ら受け付け）

場　　所　VIVAぎょうだ調理室
内　　容　①栄養講話「長寿の秘訣！大豆活用術」
　　　　　② 調理実習「大豆を使った簡単メニューを作っ

てみよう」
対　　象　市内在住の方
定　　員　15人(先着順)
参 加 費　200円(材料費)
持 ち 物　筆記用具、エプロン、三角巾、スリッパ
申し込み　電話または直接保健センター

健康づくりチャレンジポイント認定講座
実践！ウォーキングの基本講座

日　　時　 9月27日㈭午後1時30分～ 3時（午後1時か
ら受け付け）

場　　所　行田グリーンアリーナサブアリーナ
内　　容　 実践的なウオーキング実技を交え、ロコモや

メタボ予防に効果のある歩き方を学習します。
対　　象　市内在住の方
定　　員　50人(先着順)
参 加 費　無料
持 ち 物　 筆記用具、歩きやすい靴(室内履き)、水分補

給できるもの、タオル
申し込み　電話または直接保健センター

　平成29年度の3歳児健診受診者の中から選出され
た、歯および口

こうくう
腔状況の優秀な親子13組が表彰され

ました。
　歯の健康は、全身の健康に大きく関わります。乳幼
児期から歯科保健への関心を持ち、歯を大切にしま
しょう。

親子のよい歯のコンクールが
実施されました

　ラグビーワールドカップ2019日本大会、埼玉・熊谷
開催を盛り上げるため、1年前イベントを開催します。
また、「熊谷圏オーガニックフェス2018」と「熊谷市ラ
グビー祭り」も同時開催するので、ぜひご来場ください。

▶日時　9月23日㈰午前10時～午後5時
▶ 場所　熊谷ラグビー場前特設ステージ（熊谷市上川上
300・熊谷スポーツ文化公園内）
▶ 内容　ラグビートークショーやご当地キャラクター有
志によるラグビー応援団の出演ステージ。ラグビー体
験コーナーなど。
▶ 問い合わせ　県ラグビーワールドカップ2019大会課
☎048―830―6870

ラグビーワールドカップ2019™
開催1年前イベントを開催します

　ラグビーワールドカップ2019日本大会の一
般先行抽選販売が開始されます。先行抽選販売
の最後のチャンスをお見逃しなく。

▶申し込み期間　9月19日㈬～ 11月12日㈪
▶抽選結果発表日　11月26日㈪
▶ その他　チケットIDの登録が必要です。詳し
くは、公式チケットサイト（https://tickets.
rugbyworldcup.com）をご覧ください。

▶ 問い合わせ　県ラグビーワールドカップ
2019大会課☎048―830―6870

ラグビーワールドカップ2019™
チケットの一般先行抽選販売が開始されます
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浮き城先生を募集します

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　9月3日㈪～7日㈮・10日㈪・18日㈫・25日㈫、
　　　　　  10月1日㈪・2日㈫・9日㈫・15日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

新　着　図　書

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

9月16日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

9月22日㈯午前11時 おはなしタンバリン

10月6日㈯午後2時 おはなしの会

10月13日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
9月19日㈬、10月10日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 10月7日㈰

午後3時30分
絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 9月15日㈯午後3時30分 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 10月14日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生
ベイリー久美子さん

子ども映画会 9月15日㈯午後2時 がんばれ！ルルロロ し
あわせのおやつ 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 9月23日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

第7回アカデミー撮影賞受賞
クレオパトラ(洋画：99分)
出演：クローデット・コル
ベール、ウォーレン・ウィ
リアムス、ヘンリー・ウィ
ルコクスン 他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員  「みらい」
  映像ホール

1819

今月のおすすめのDVD・CD

＜CD＞
・ ホテル・カリフォルニア(イーグルス)
・The BEST(KinKi Kids)
・ 地上最大！プロレス・テーマ決定盤
(ピート・ジョンズ・オーケストラ他演奏) 

・ 四十歳、未婚出産　垣谷美雨／著
・ 大ぼら吹きの城　矢野隆／著
・ 家族がよろこぶダンボール工作 子供の
ための収納・家具・おもちゃ　pika ／
著
・ 子どもと木であそぶ 樹木医が教える
「木あそび」ガイド　岩谷美苗／著
・ まねきねこだいさくせん！　澤野秋文
／作

16ミリフィルム特別映写会
　16ミリフィルムならではの味わいのある映像を楽しみませんか。

▶日　　時　10月8日㈪午後2時
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶内　　容　「鉄道員（ぽっぽや）」
▶定　　員　70人(先着順)

うたって、あそんでわくわく親子の絵本講座(秋の巻)
▶ 日　　時　10月5日㈮・12日㈮午前10時30分～ 11時45分
　　　　　　※いずれかの日のみの参加可
▶場　　所　中央公民館レクリエーション室
▶ 内　　容　・絵本の読み聞かせ、手遊び、工作などを親子で一
　緒に楽しみます。
　・ 絵本の選び方や子育てのこつについて学びます。
　・ 子育ての不安や疑問など、講師を交えてのグループトークを

行います。
▶講　　師　 島田ユミ子さん、小出厚子さん、平井直美さん(埼

玉県家庭教育アドバイザー、埼玉県家庭学習アドバ
イザー )

▶対　　象　乳幼児と保護者
▶定　　員　15組程度　　　　
▶参 加 費　無料
▶申し込み　直接または電話で同館

＜DVD＞
・ ちょっと今から仕事やめてくる
・ロード・オブ・ザ・リング／王の帰還
・ギルダ

　市では、小・中学校全学年で35人学級を実施し、
これまで以上にきめ細かな教育の推進を図っていま
す。「子どもが好きで、教えるのが大好きな先生」を募
集します。

▶ 募集人数　市内の小・中学校に常勤する教諭20人
程度 ※ただし、学級編制による変動あり。

▶ 募集要件　小・中学校の教員免許状をお持ちの方（平
成31年3月31日までに当該免許を取得見込みの
方も可）で、昭和48年4月2日以降に生まれた方

▶ 募集要項　市ホームページからダウンロードしてく
ださい。学校教育課または人事課でも配布します。

　※ 郵送希望の場合は140円切手を貼り、郵便番号と
宛先を明記した返信用の角形2号封筒を同封の上、
学校教育課（〒361―0052 行田市本丸2―20）まで

▶ 応募締め切り
　【郵送受付】10月12日㈮当日消印有効
　【窓口受付】10月16日㈫午後5時まで
▶試験日
　【1次試験】10月28日㈰
　【2次試験】12月 8日㈯
▶ 任用期間　平成31年4月1日～平成32年3月30日
▶ 待遇　本市規定により、埼玉県費負担教職員と同程
度の給与を支給します。また、福利厚生は公立学校
共済組合埼玉支部、一般財団法人埼玉県教職員互助
会に加入します。
▶ 問い合わせ　学校教育課学校教育改革担当☎556
―8316

第32回企画展　鷹狩と忍城
　かつては徳川家康も度々訪れ、鷹狩とはゆかりの
深い忍城。一方、忍城主の鷹狩も領内では行われて
おり、市域周辺には鷹狩や獲物にまつわる数々の史
跡や伝承が伝わっています。本展覧会では、新出資
料を含む関連資料を展示することで、忍城周辺の鷹
狩の歴史を辿ります。

▶期　　間　 10月6日㈯～ 11月25日㈰（10月8日
を除く毎週月曜日と10月9日㈫は休館）

▶開館時間　 午前9時～午後4時30分まで（入館は
午後４時まで）

▶場　　所　 郷土博物館企画展示室
▶入 館 料　 【大人】200円
　　　　　　【大学・高校生】100円
　　　　　　【小・中学生】50円
　　　　　　（団体割引あり）

公開講演会「江戸時代の鷹狩と忍領村々」
▶日　　時　11月17日㈯午後2時～ 3時30分
▶講　　師　 根崎光男さん（法政大学人間環境学部

教授）
▶定　　員　 80人（先着順）
▶申し込み　 電話で同館

展示解説会
▶日　　時　 【第1回】10月13日㈯
　　　　　　 【第2回】11月10日㈯
　　　　　　いずれも午後1時30分～ 2時30分
▶場　　所　同館企画展示室

火縄銃演武
▶日　　時　11月11日㈰正午、午後1時30分　
▶場　　所　忍城址東門
▶演武団体　獅子の会

放鷹術実演
▶日　　時　11月24日㈯午後2時～ 3時※雨天中止
▶場　　所　忍城址南側
▶実演団体　放鷹義塾

▶問い合わせ　同館☎554―5911

放鷹術実演の様子

伝 忍城主阿部氏筆 鷹画（個人蔵・当館保管）
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暑さを忘れ、夏祭りを楽しむ

ラジオ＆ながちか（長親）体操で
広がる健康の輪

美しい音色とともに
ペルーの雰囲気に包まれる

上田知事が
市内の足袋製造会社を視察

小学生博物館ガイドが大活躍

NHK Eテレ「すイエんサー」
笑顔溢れる公開録画

富士見町4自治会合同で
ラジオ体操が行われました

　7月29日、「第25回市民祭・行田浮き城まつり」
が開催されました。初日の28日は台風12号の影響
により中止となったため、1日のみの開催となりました
が、台風一過となった夕方のステージ前は祭りを楽し
もうとするたくさんの人で溢れていました。趣向を凝
らした衣装を身にまとった22の連が「だんべ踊り」を披
露すると威勢の良い掛け声とともにみこしが登場。そ
して祭りの最後を締めくくる5台の山車が一列に並び、
鐘や太鼓を打ち鳴らし始め、祭りが最高潮に達すると
観客は暑さも忘れその姿に見入っていました。

　7月28日、行田グリーンアリーナで「みんなでラジ
オ＆ながちか（長親）体操会～広げよう！健康の輪～」
が開催され、414人が参加しました。
　参加者は、市オリジナルの健康長寿体操であるなが
ちか（長親）体操を行った後、全国ラジオ体操連盟公
認指導者による効果的な動きについての解説を受けな
がらラジオ体操を実践。今後も市内で〝健康の輪〟が
広がっていくことが期待されます。

　7月22日、8月19日に今年の田んぼアートのテーマ
である「大いなる翼とナスカの地上絵」になぞらえ、古
代蓮会館で「ペルーFesta in 古代蓮の里～古代のロマ
ンあふれる国・ペルーへの誘

いざな
い～」が開催されました。

　同館ロビーでは、サンポ―ニャなど民族楽器や民芸
品などが展示された他、香ばしいペルー料理の販売も
行われました。7月22日には南米の民族音楽を奏でる
グルーポ・パンカリータス、8月19日にはペルー出身
の兄弟で活躍しているカルパンディーナによる演奏会も
開かれ、美しい音色が響きわたると、会場はペルーの
雰囲気に包まれていました。

　8月1日、上田知事が県内をくまなく訪問して、現
場の実情を直に把握し県政運営に生かす知事の「とこ
とん訪問」が行われました。
　この日は、佐間にある「きねや足袋株式会社」を視
察。従業員が作業する中、足袋の製造工程などを見
学した上田知事は「これからも行田が誇る足袋産業の
次世代への継承をお願いするとともに、新しい製品の
開発などを通してますます発展されることを期待して
います」と激励しました。

　7月24日・26日・27日の3日間、郷土博物館と
県立さきたま史跡の博物館で中央小学校6年生が解
説ボランティアとしてガイドを行いました。
　これは、県との連携事業として今年初めて実施され
たものです。児童らは、本市の歴史のある出土品な
どについて自ら調べてまとめた内容を、少し緊張した
面持ちで来館者に解説。展示品などの説明を受けた
人たちは、小学生博物館ガイドの丁寧な解説に耳を傾
けていました。

　8月19日、「みらい」開館15周年を記念して同館
文化ホールでNHK Eテレ「すイエんサー」の公開録画
が行われました。
　この日会場に集まった親子連れは約400人。いつ
もはテレビの中で繰り広げられるシーンを目の当たり
にした子供たちは大喜びし、笑顔溢れる収録となりま
した。なお、この模様はNHK Eテレで10月9日㈫・
16日㈫の2日間にわたって午後7時25分から放送
される予定です。

　7月23日から8月31日まで、武蔵公園で富士見町4
自治会合同による朝のラジオ体操が行われました。
　昨年から健康づくりと世代間交流を兼ねて始まったこ
の取り組みは、春・夏休み期間に合わせて行われ、今
回で3回目。午前6時30分になると「おはよう」のあい
さつが飛び交い、子どもから高齢者まで約50人が集ま
り、公園内に大きな人の輪がつくられました。ラジオ体
操第1、2の曲に合わせ、腕を大きく振り元気よく体を
動かした参加者は、爽やかな朝の空気を吸い、心地良
い一日のスタートを切っていました。

写 真 館
GYODA  CITY  PHOTO  STUDIO
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中
学
生
・
高
校
生
か
ら
人
材
を
発
掘
し
、
将
来
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
育
成
す
る
「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ジ
ン

グ
ス
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

第
1
期
生
に
、
県
内
の
中
学
生
か
ら
唯
一
選
ば
れ
た
長

瀬
結
菜
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
幼
少
期
か
ら
活
発
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ

た
と
い
う
長
瀬
さ
ん
は
、
小
学
4
年
生
の
と
き
、
県
が

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
を
目
指
し
実
施
し
て
い

る
「
埼
玉
県
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
（
彩
の
国
プ
ラ
チ

ナ
キ
ッ
ズ
）
発
掘
育
成
事
業
」
に
合
格
し
、
い
ろ
い
ろ

な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
瀬
さ

ん
は
ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
に
出
会
い
、
6
年
生
の
と
き

か
ら
女
子
ラ
グ
ビ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
ア
ル
カ
ス
熊

谷
」
の
練
習
生
と
し
て
汗
を
流
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

が
主
催
す
る
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
1
千
１
８
９
人
の
中
か
ら

11
月
の
最
終
選
考
を
突
破
し
た
43
人
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
合
格
し
た
の
は
、
第
1
希
望
の
7
人
制

ラ
グ
ビ
ー
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
門
。「
ほ
と
ん

ど
経
験
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
驚
き

ま
し
た
が
、
周
囲
の
人
た
ち
の
励
ま
し
に
背
中
を
押
さ

れ
、
誰
も
が
経
験
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
挑
戦
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
決
断
し
た
と
き
の
思
い
を
口

に
し
ま
す
。
こ
う
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
む
こ

と
に
な
っ
た
長
瀬
さ
ん
は
、
現
在
月
1
回
、
高
知
県
で

行
わ
れ
る
合
宿
に
参
加
し
、
男
子
日
本
代
表
の
監
督
や

選
手
ら
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
長
い
手
足
と
体
幹

の
強
さ
か
ら
投
手
を
勧
め
ら
れ
、
日
々
練
習
に
励
み
、

球
速
は
数
カ
月
で
中
学
生
の
平
均
を
超
え
た
そ
う
で
す
。

　
「
最
終
的
に
は
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、
夢
で
あ
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ま
ず
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
を
身
に
つ
け

戦
術
を
学
ん
だ
り
し
た
い
で
す
」

と
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
語
る
長
瀬

さ
ん
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選

手
権
な
ど
で
日
本
代
表
に
選
出
さ

れ
、
エ
ー
ス
と
し
て
数
々
の
国
際

舞
台
で
活
躍
す
る
日
が
楽
し
み
で

す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社 あらい農産
地域に根ざした経営とつながりによって「食」と「農」を広める

 

北
河
原 

小
林
百
々
子

猫
ね
む
る
夫
の
遺
影
と
夕
安
居

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

お
互
い
に
丸
く
は
な
れ
ず
蟇

 

谷
郷 

柳
瀬
　
　
久

星
月
夜
友
の
墓
前
に
香
手
向
く

 

長
野 

𠮷
田
　
正
子

タ
ン
ブ
ラ
ー
の
幽
か
な
く
も
り
夜
の
秋

 

下
中
条 

飯
塚
よ
ね
子

土
ま
で
も
焦
が
す
ほ
ど
な
る
暑
さ
か
な

 

渡
柳 

川
田
　
静
江

秋
風
や
ア
ド
レ
ス
消
せ
ず
三
回
忌

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

蓮
見
舟
暗
き
葉
裏
へ
分
け
入
れ
り

 

清
水
町 

柳
沢
　
紀
子

大
病
を
乗
り
越
え
喜
寿
の
祇
園
祭

 

西
新
町 

青
木
　
泰
山

捨
て
台
詞
人
に
は
言
わ
ぬ
星
祭

 

天
満 

青
柳
　
欣
吾

う
た
た
寝
の
子
守
唄
か
な
蝉
し
ぐ
れ

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

油
照
り
風
の
誕
生
待
つ
老
軀

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

潮
の
香
や
遥
か
わ
き
立
つ
雲
の
峰

 

棚
田
町 

春
田
　
枕
流

宴
会
は
同
じ
一
松
宿
浴
衣

 

荒
木 

手
島
　
一
海

喪
疲
れ
の
身
を
流
れ
出
せ
り
夏
座
敷

 

谷
郷 

間
瀬
ひ
ろ
子

ク
ー
ラ
ー
の
直
り
待
ち
わ
び
塩
の
飴

 

城
西 

土
屋
カ
ン
ナ

憧
れ
の
水
着
の
た
め
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

 

持
田 

田
子
　
敏
枝

炎
帝
や
子
の
転
勤
を
案
じ
を
り

 

西
新
町 

澤
田
　
信
一

涼
新
た
細
き
踝
せ
せ
ら
ぎ
に

 

下
中
条 

梶
原
　
銃
司

幾
度
も
寝
返
り
打
て
り
熱
帯
夜

 

藤
原
町 

齋
藤
雄
次
郎

吾
よ
り
も
妻
を
好
み
し
昼
蚊
か
な

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

夢
は
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

 

日
本
代
表
の
エ
ー
ス

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

長
瀬 

結ゆ
い

菜な 

さ
ん
（
持
田
・
14
歳
）

めましてはじ ○ 9月3日㈪～28日㈮に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線322）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、10月3日㈬午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

大
澤
　
璃り

央お 

ち
ゃ
ん （
矢
場
）

平
成
29
年
9
月
25
日
生
ま
れ

父
・
達
史
さ
ん　
母
・
香
織
さ
ん

「
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
♡
可
愛
い
ね
♡
」

辻
　
凜り
ん
た
ろ
う

大
郎 

ち
ゃ
ん （
矢
場
）

平
成
29
年
9
月
20
日
生
ま
れ

父
・
祐
大
郎
さ
ん　
母
・
亜
沙
美
さ
ん

秋
元
　
優ゆ

里り 

ち
ゃ
ん （
城
西
）

平
成
29
年
9
月
8
日
生
ま
れ

父
・
翔
理
さ
ん　
母
・
美
帆
さ
ん

「
一
歳
の
お
誕
生
日

 

お
め
で
と
う
！
」

「
元
気
に
育
っ
て
下
さ
い
」

羽
山
　
睦む
つ
み美 

ち
ゃ
ん （
斎
条
）

平
成
29
年
9
月
20
日
生
ま
れ

父
・
宏
和
さ
ん　
母
・
美
幸
さ
ん

「
優
し
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！
」

青
柳
　
寿ひ
さ
や弥 

ち
ゃ
ん （
前
谷
）

平
成
29
年
9
月
5
日
生
ま
れ

父
・
善
基
さ
ん　
母
・
知
子
さ
ん

清
水
　
椛か

瑚こ 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
29
年
9
月
16
日
生
ま
れ

父
・
義
之
さ
ん　
母
・
裕
紀
さ
ん

「
我
が
家
の
ス
ー
パ
ー
ア
イ
ド
ル
♡

 

末
っ
子
長
男
♡
♡
♡
」

「
に
こ
に
こ
す
く
す
く

 

育
っ
て
ね
♪
」

★★★ 平成29年 9月生まれ のおともだち ★★★

平成29年11月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール
代表取締役　新井 健一
【事業内容】 農産物の生産、加工、貯蔵、
運搬、販売および農業用機械を利用した
農作業代行など
【所在地】 長野７４５７

　
平
成
24
年
9
月
に
法
人
化
し
、
安
全
で
お

い
し
い
お
米
な
ど
を
生
産
・
販
売
し
て
い
る

の
が
株
式
会
社
あ
ら
い
農
産
で
す
。

　
同
社
は
、
本
市
で
何
代
も
続
く
農
家
が
個

人
か
ら
法
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経

営
の
継
承
と
就
農
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
農
業
経

営
の
規
模
は
米
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
麦
8
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
他
、
肉
牛
の
飼
料
と
な
る
稲
わ
ら

の
ロ
ー
ル
づ
く
り
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
収
穫
さ
れ
た
米
は
地
元
だ
け

で
な
く
、
都
内
の
学
校
給
食
な
ど
で
も
食
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
の
目
指
す
米
作

り
の
基
本
は
〝
良
い
米
を
つ
く
る
こ
と
〞
だ

け
で
は
な
く
、
安
全
な
お
米
を
た
く
さ
ん
の

人
に
食
べ
て
い
た
だ
き
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
す
」
と
代
表
取
締
役
の
新
井
健
一
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　
同
社
で
は
社
員
の
皆
さ
ん
が
努
力
と
工
夫

を
重
ね
「
農
業
」
に
真し

ん
し摯

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
昨
年
県
か
ら
こ
の
地
域

で
は
初
と
な
る
「
Ｓ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ
実
践
農
場

２
０
２
０
」
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
農
作
業
や
経
営
管
理
に
潜
む
リ
ス
ク
や
課

題
を
見
つ
け
、
自
ら
改
善
し
て
い
く
こ
と
で

安
全
で
効
率
的
な
生
産
環
境
の
整
備
に
つ
な

げ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
米
を
納
入
し
て
い
る
都
内
の
小
学
校

を
中
心
に
食
育
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
稲
の
生
育
や
農
業
の
話
、
そ
し
て
食
の

大
切
さ
を
児
童
や
学
校
関
係
者
ら
に
伝
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
人
が
培
っ
て
き
た
米
づ
く
り
を
継

承
し
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
後
継
者
の
育
成
や

地
域
の
農
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
た
ら
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
」
と
改
め
て
決
意
を
語
る

新
井
さ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
働
き
が

い
の
あ
る
職
場
環
境
を
目
指
し
、
作
業
の
効

率
化
や
生
産
性
の
向
上
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン

や
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
最
新
の
技
術
も
積
極
的
に
導

入
し
て
い
ま
す
。
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し

て
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
同
社

は
、
地
域
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
つ
な
が

り
と
堅
実
な
経
営
で
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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▼
日
時
　
10
月
7
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
1
時　
▼
場
所
　
さ
き
た
ま
緑

道
内
（
佐
間
１
７
５
１
付
近
※
斎
場

西
側
）
お
よ
び
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ　
▼
内
容
　
同
緑
道
内
の
木
の
実

な
ど
を
使
っ
て
、
ハ
ン
カ
チ
や
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
を
染
め
る　
▼
定
員
　
30

人
程
度　

▼
参
加
費
　
大
人
2
千

円
、
子
ど
も
1
千
円
（
未
就
学
児
、

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無

料
）
※
別
途
教
材
費
が
必
要　

▼

申
　
10
月
3
日
㈬
ま
で
に
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
・
会
場
ま
で
の
交
通
手
段

を
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
「
さ
き

た
ま
彩
花
」
道
の
会
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

hidem
i@
kofu-japan.net　

▼

そ
の
他
　
未
就
学
児
が
参
加
す
る
場

合
は
保
護
者
要
同
伴
▼
問
　
同
会
事

務
局
（
三
島
造
園
有
限
会
社
内
）
☎

５
５
６
―
６
６
５
３

▼
日
時
　
10
月
6
日
〜
27
日
の
毎
週

土
曜
日
（
全
4
回
）
午
後
0
時
50
分

講
座
・
講
演
会
・
教
室

さ
き
た
ま
緑
道
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
８

「
草
木
染
講
習
会
」

平
成
30
年
度
後
期

立
正
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

〜
2
時
20
分　
▼
場
所
　
立
正
大
学

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

キ
ュ
ー
ブ
1
階
Ａ
１
０
１
教
室
（
熊

谷
市
万
吉
１
７
０
０
）　

▼
内
容
　

各
学
部
講
師
陣
に
よ
る
授
業　
▼
定

員
　
３
０
０
人　
▼
参
加
無
料
　
▼

申
　
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

性
別
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
、
封

書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
、
9
月
21
日
㈮
ま
で
に

立
正
大
学
研
究
推
進
・
地
域
連
携
課

公
開
講
座
係
【
郵
送
】
〒
３
６
０
―

０
１
９
４ 

熊
谷
市
万
吉
１
７
０
０

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
３
９
―
１
４
９
３

【
Ｅ
メ
ー
ル
】k-koza@
ris.ac.jp

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効　

▼
問
　
同
大
学
研
究
推
進
・
地
域

連
携
課
公
開
講
座
係
☎
５
３
６
―

６
０
１
９

▼
日
時
　
10
月
3
日
〜
25
日
の
毎
週

水
・
木
曜
日
（
全
8
回
）
午
後
5
時

〜
7
時
（
水
曜
日
）、
午
後
7
時
〜

9
時
（
木
曜
日
）　

▼
場
所
　
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場　
▼
内

容
　
空
手
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
、

カ
ン
フ
ー
な
ど
の
技
を
学
び
、
心
と

体
の
成
長
を
目
指
す　
▼
対
象
　
5

秋
の
子
ど
も
総
合
武
道

体
験
講
座

歳
以
上　
▼
費
用
　
1
千
５
０
０
円

（
保
険
料
を
含
む
）　
▼
後
援
　
行

田
市
教
育
委
員
会　
▼
申
・
問
　
総

合
武
術
教
室
武
活
道
福
田
☎
０
９
０

―
３
５
９
４
―
９
５
９
０

▼
日
時
　
10
月
13
日
㈯
午
後
3
時
30

分
開
演　

▼
場
所
　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア

イ
ト
ピ
ア
（
持
田
２
７
９
２
―
１
）　

▼
演
題
　「
南
極
の
自
然
と
動
物
、

観
測
隊
の
人
た
ち
」　
▼
講
師
　
山

岸
久
雄
さ
ん
（
国
立
極
地
研
究
所
名

誉
教
授
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

熊
谷
高
校
同
窓
会
行
田
支
部　
▼
問
　

同
事
務
局
☎
５
５
４
―
０
４
７
９

▼
展
示
期
間
　
10
月
27
日
㈯
〜
11
月

11
日
㈰　
▼
展
示
場
所
　
郷
土
博
物

館　
▼
主
催
　
行
田
市
、
行
田
市
菊

花
連
絡
協
議
会　
▼
そ
の
他
　
搬
入

は
10
月
25
日
㈭
午
前
9
時
〜
11
時
に

同
館　
▼
申
・
問
　
9
月
28
日
㈮
午

後
5
時
ま
で
に
電
話
で
商
工
観
光
課

（
内
線
３
８
９
）

熊
谷
高
校
同
窓
会

行
田
支
部
講
演
会

募
　
　
集

第
44
回
行
田
市
菊
花
展
の

出
品
作
品

▼
日
時
　
10
月
7
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
2
時　
▼
場
所
　
行
田
中
央
総

合
病
院
駐
車
場
（
富
士
見
町
2
―
17

―
17
）　
▼
内
容
　
医
師
ら
に
よ
る

健
康
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
、
無
料
健

康
チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密
度
・
血
管
年

齢
測
定
な
ど
）、
脚
力
検
査
、
無
料

健
康
相
談
、
焼
き
そ
ば
・
う
ど
ん

な
ど
の
屋
台
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
手
作
り
ク
ラ
フ
ト
、
バ

ザ
ー
、
抽
選
会
な
ど　
▼
参
加
無
料
　

▼
後
援
　
行
田
市　
▼
そ
の
他
　
一

部
コ
ー
ナ
ー
は
先
着
順　
▼
問
　
同

院
☎
５
５
３
―
２
０
０
０

煙
趣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

▼
期
間
　
9
月
26
日
㈬
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
時

間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時　
▼
場

所
　
熊
谷
商
工
信
用
組
合
行
田
支

店
ロ
ビ
ー
（
天
満
3
―
16
）　
▼
内

容
　
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
た
ば
こ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
、
マ
ッ

チ
ラ
ベ
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

４
０
０
点
以
上
の
展
示

行
田
中
央
総
合
病
院

行
田
市
民
健
康
ま
つ
り
２
０
１
８

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

置
き
薬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

▼
期
間
　
9
月
28
日
㈮
ま
で　
▼
時

間
　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
※
土
曜

日
は
午
後
1
時
ま
で　
▼
場
所
　
ミ

キ
薬
局
埼
玉
行
田
店
（
佐
間
1
―
27

―
3
）　

▼
内
容
　
３
０
０
年
前
、

富
山
で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
置
き

薬
の
販
売
業
。
昔
の
置
き
薬
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
の
展
示

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
日
時
　
10
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
30
分
（
入
場
は
午
後
3

時
ま
で
）　
▼
場
所
　
県
立
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
（
富
士
見
町
2
―
24
）　

▼
内
容
　
セ
ン
タ
ー
施
設
設
備
や
展

示
品
な
ど
を
公
開
し
、
工
作
や
科
学

実
験
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
教
室

や
音
楽
鑑
賞
会
を
開
催
す
る
。
行
田

市
消
防
署
や
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑

隊
も
参
加
。　
▼
参
加
無
料
　
▼
問
　

同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
６
―
３
３
１
９

セ
ン
タ
ー
一
般
公
開

「
集
ま
れ
！
セ
ン
タ
ー
探
検
隊
」

▼
日
時
　
9
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
1
時
（
受
け
付
け
は
午
後
0
時

30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン

タ
ー
４
０
１
研
修
室　
▼
参
加
無
料
　

▼
主
催
　
埼
玉
弁
護
士
会
熊
谷
支
部　

▼
そ
の
他
　
予
約
不
要　
▼
問
　
同

会
熊
谷
支
部
☎
５
２
１
―
０
８
４
４

▼
日
時
　
10
月
1
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
後
4
時　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン

タ
ー
２
０
１
会
議
室　
▼
内
容
　
一

般
消
費
者
の
不
動
産
取
引
に
関
す
る

法
律
や
税
務
な
ど
に
つ
い
て
弁
護

士
、
税
理
士
、（
公
社
）全
日
本
不
動

産
協
会
取
引
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

る　

▼
主
催
　
同
会
埼
玉
県
本
部　

▼
問
　
同
会
☎
０
４
８
―
８
６
６
―

５
２
２
５

相
　
　
談

法
の
日
無
料
法
律
相
談
会

不
動
産
取
引
無
料
相
談
会

獅子舞を見に行こう

名　　称 日　　時 場　　所 演　　目 内　　容

若小玉の獅子舞
9月16日㈰
午前9時30分
午後7時30分

若小玉の勝呂神
社・大竹稲荷神
社・秋葉神社

橋掛かり、花
係り・鐘巻

午前中は3つの神社で短く演舞し、
夜は勝呂神社で２回演舞します。

野の獅子舞 10月28日㈰
午前9時45分

野の久伊豆神社・
諏訪神社・歓喜
天社・氷川神社

雌獅子隠し
野の久伊豆神社から氷川神社まで
1日かけて回り、各寺社で演舞し
ます。

※ 日時、演舞内容は変更になる場合があります。詳細は市ホームページで確認（1カ月前ぐらい）するか文化財
保護課に問い合わせください。
▶問い合わせ　同課文化財保護担当☎553―3581

　市内には現在、6つの地域で獅子舞が継承され、市の無形民俗文化財に指定されています。今回は若小玉、
野の獅子舞についてお知らせします。
　地域の歴史を伝える貴重な民俗芸能の演舞をご覧ください。

イベント

広告広告
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人口81,619人（－27） 男40,523人（－26） 女41,096人（－1） 世帯数34,611世帯（22）
7月中の異動　出生32人　転入等221人　死亡75人　転出等205人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

い
き
い
き

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ

▼
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10
時

〜
11
時　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
柔
道
場
他　
▼
内
容
　
自

宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
、
定
期
的

に
運
動
の
成
果
を
測
定
す
る
こ
と

で
、
健
康
的
で
充
実
し
た
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
確
立
を
図
る
。　
▼
対
象
　

20
歳
以
上
の
方
（
ロ
コ
モ
が
気
に
な

る
方
）　

▼
募
集
人
数
　
10
人
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）　
▼
費

用
　
月
2
千
円
（
一
部
体
育
施
設
の

利
用
サ
ー
ビ
ス
特
典
あ
り
）　
▼
申
　

9
月
18
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅲ

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
in
行
田
」

写
真
展

▼
期
間
　
9
月
29
日
㈯
〜
11
月
14

日
㈬
（
休
館
日
を
除
く
）　
▼
場
所
　

古
代
蓮
会
館
催
事
室　
▼
内
容
　
歴

代
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
風
景
を
テ
ー

マ
と
し
た
写
真
の
展
示　
▼
入
館
料
　

大
人
４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
※

未
就
学
児
は
無
料

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
9
月
15
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
上
映
作
品
　「
宇
宙
デ
ジ
タ

ル
図
鑑
１
（
不
思
議
宇
宙
へ
の
旅
立

ち 

す
い
星
の
贈
り
物
・
流
星
群
）」

（
上
映
時
間
84
分
）　
▼
入
場
無
料
　

▼
定
員
　
３
０
０
人
（
先
着
順
）

き
も
の
着
付
け
教
室

▼
日
時
　
10
月
11
日
〜
11
月
29
日

の
各
木
曜
日
（
全
８
回
）
午
後
7

時
〜
9
時　

▼
場
所
　
産
業
文
化

会
館
地
下
創
作
室　
▼
内
容
　
着
物

の
着
付
け
、
名
古
屋
帯
、
袋
帯
の

結
び
方　

▼
対
象
　
女
性　

▼
定

員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

2
千
５
０
０
円　
▼
申
　
9
月
15
日

㈯
午
前
10
時
か
ら
直
接
同
館
（
電
話

受
付
は
午
後
1
時
か
ら
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〜
０
歳
か
ら
楽
し
め
る

 

ク
ラ
シ
ッ
ク
〜

▼
日
時
　
11
月
25
日
㈰
午
後
２
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　
▼
内

容
　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
の

曲
を
中
心
に
歌
、
ピ
ア
ノ
、
マ
リ
ン

バ
で
演
奏　

▼
曲
目
　「
ホ
ー
ル
・

ニ
ュ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
」「
ビ
ビ
デ
ィ
・

バ
ビ
デ
ィ
・
ブ
ー
」「
ぼ
よ
よ
ん
行

進
曲
」「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
の
テ
ー

マ
」「
フ
ニ
ク
リ
・
フ
ニ
ク
ラ
」「
あ
わ

て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」「
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
」
他　
▼
出
演
　
中
川

越
百
さ
ん
、
大
久
保
英
子
さ
ん
、
岩

下
美
穂
さ
ん　
▼
入
場
料
　
５
０
０

円
（
全
席
自
由
）
※
未
就
学
児
無
料　

▼
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
　
9
月
22

日
㈯
午
前
９
時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
２

階
管
理
事
務
所
で
販
売

親
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座

「
リ
ズ
ム 

de

 

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」

▼
日
時
　
11
月
4
日
〜
12
月
2
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
5
回
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
商
工

セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室　
▼
内
容
　

音
楽
と
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
を
交
え
た
リ
ズ
ム
遊
び
で
一

緒
に
親
子
で
触
れ
合
う
時
間
を
楽
し

む　
▼
対
象
　
３
歳
〜
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者
１
人
※
申
し
込
み
の
無

い
方
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。　
▼

定
員
　
10
組
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費
　【
大
人
】
1
千
５
０
０
円
【
子

ど
も
】
1
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）　

▼
申
　
10
月
6
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

参
加
費
を
添
え
て
直
接
同
セ
ン
タ
ー

２
階
管
理
事
務
所
（
電
話
で
の
申
し

込
み
は
同
日
午
後
１
時
か
ら
）

【住民基本台帳人口】
（平成30年8月1日現在）

▼
日
時
　
10
月
1
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
あ

わ
て
な
い
で
子
供
の
病
気
」　
▼
対

象
　
市
内
在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ
保

護
者
※
父
親
も
歓
迎　
▼
定
員
　
30

人
（
先
着
順
）
※
託
児
付
き　
▼
参

加
費
　
１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田

市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会　
▼

後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼

申
・
問
　
9
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
同
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
9
月
29
日
㈯
午
後
2
時

〜
4
時
30
分　

▼
場
所
　
桜
ヶ
丘

公
民
館
和
室　

▼
内
容
　
同
じ
悩

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

ひ
き
こ
も
り
交
流
会

み
を
抱
え
た
者
同
士
が
語
り
合
う
交

流
会　
▼
対
象
　
ひ
き
こ
も
り
当
事

者　
▼
参
加
費
　
５
０
０
円
（
菓
子

代
を
含
む
）　
▼
主
催
　
社
会
参
加

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
チ　
▼
申

・
問
　
9
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
し
込

み
。
田
口
☎
０
８
０
―
６
５
７
０

―
１
７
３
４
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://branch-ssn.com
▼
日
時
　
10
月
2
日
㈫
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
行
田
中

央
総
合
病
院
内
3
階
レ
ス
ト
ラ
ン

（
富
士
見
町
2
―
17
―
17
）　
▼
内

容
　
介
護
の
相
談
や
情
報
交
換
を
行

う　
▼
対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護

し
て
い
る
家
族　
▼
参
加
無
料
　
▼

主
催
　
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
埼
玉
支
部　

▼
そ
の

他
　
事
前
申
し
込
み
不
要　

▼
問
　

同
病
院
地
域
連
携
室
☎
５
５
３
―

２
０
６
０

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」

職　種 勤務時間 採用人数・対象 時　給 申し込み・問い合わせ

屋外体育施設
および公園施
設の管理・整
備業務スタッ
フ（軽作業員）

【平日】
午前8時30分～午後4時の間
【土・日曜日、祝日】
午前6時30分～午後5時30分の間
※週2～ 3日のローテーション勤務

2人
・20歳～ 65歳の健康な方
・ 土・日曜日、祝日の勤務が
可能な方
・要普通自動車免許証
・試用期間あり

880円

9月14日㈮までに、履歴書（写真貼
付）を行田グリーンアリーナ窓口へ
提出してください。書類審査後、面
接試験（9月下旬予定）
行田グリーンアリーナ（和田1242）
☎553―3377

出店場所 出店協定期間 営業開始 費　　用

総合公園管理事務所
1階飲食店

協定締結後～
平成33年3月31日 平成30年11月1日（予定） ①月額2万4千円（税別）の使用料

②光熱水料費などの相当額

基本条件 応募基本要件

① 営業は原則週4日以上
　（土・日曜日、祝日を含む）
② 営業時間は午前8時～午後
8時の間で調整すること

①行田名物のゼリーフライ、フライの提供ができること
②【個人】市内在住の方【法人】市内に本部事業所または支店を有すること　
　※ただし、行田市の活性化やまちおこしに寄与していると認める団体に所属している場合は市外も可
③市税などを滞納していないこと
④公園内の保全や市内観光振興に協力する意思があること
⑤営業および経営の経験は不問。ただし、飲食店を経営する上で必要となるノウハウを有していること

9月1日㈯から行田グリーンアリーナで配布する募集要項を参照の上、申し込み書に必要事項を記入し、9月14日㈮～ 28日㈮に直接、
行田グリーンアリーナへ提出。応募提案を選考し、出店業者を決定。※書類審査および事業者のＰＲ審査あり

総合公園の管理・整備スタッフ

総合公園管理事務所飲食店への出店

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　
昭
和
4
年（
１
９
２
９
）10
月
に
起
こ
っ
た
ウ
ォ
ー

ル
街
の
株
価
の
大
暴
落
が
引
き
金
と
な
り
、世
界
大

恐
慌
が
始
ま
り
ま
し
た
。
翌
年
に
は
日
本
に
も
波
及

し
、
1
月
に
実
施
し
た
金
解
禁
の
影
響
も
加
わ
り
、

昭
和
恐
慌
と
呼
ば
れ
る
深
刻
な
不
況
と
な
り
ま
し

た
。
昭
和
6
年
下
半
期
の
忍
商
業
銀
行
の
業
務
報
告

書
に
は
「
足
袋
は
下
落
の
一
途
を
た
ど
り
商
し
ょ
う

賈こ

（
商

人
）
の
受
く
る
影
響
甚
大
に
し
て
意
気
沈
滞
を
感
す

る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
不
況
は
足
袋
産
業
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
、
生
産
量
は
伸
び
悩
み
労
働
争

議
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
8
年
6
月
、
作
詞
西
條
八
十
、
作
曲
中
山
晋

平
に
よ
る
東
京
音
頭
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

曲
は
東
京
が
15
区
か
ら
35
区
へ
と
拡
大
し
、
人
口

５
５
０
万
人
の
「
大
東
京
」
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
前
年
に
作
ら
れ
た
丸
の
内
音
頭
の
歌
詞
を
変

え
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ

れ
る
と
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
各
地
の
盆
踊
り

で
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
忍
町
長
の
高
城
駿
も
行
田
足
袋
の
名
を
全
国
に
広

め
、不
況
の
忍
町
を
明
る
く
し
よ
う
と
「
行
田
音
頭
」

制
作
を
思
い
つ
き
、
当
時
忍
町
に
莫
大
な
寄
付
を
し

て
い
た
大
澤
龍
次
郎
に
協
力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
作
詞

作
曲
は
東
京
音
頭
と
同
じ
西
條
・
中
山
に
依
頼
し
、

昭
和
9
年
9
月
4
日
に
忍
町
公
会
堂
で
2
人
を
招
い

て
、
完
成
披
露
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
三
つ

折
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
そ
の
当
時
の
も
の
で
、
表
紙

の
デ
ザ
イ
ン
に
は
足
袋
と
忍
城
が
描
か
れ
、
内
側
に

10
番
ま
で
の
歌
詞
、
外
側
に
楽
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
歌
手
に
三
島
一
声
と
小
唄
勝
太
郎
を

起
用
し
て
ビ
ク
タ
ー
か
ら
レ
コ
ー
ド
も
発
売
さ
れ
ま

し
た
。

　

行
田
音
頭
の
歌
詞
に
は
一
番
と
五
番
に
足
袋
が

登
場
す
る
他
、「
秀ひ
で

衡ひ
ら

松の
ま
つ」「

五
十
小
橋
」「
沼ぬ
ま

干ひ

」
な

ど
当
時
の
忍
町
の
代
表
的
な
風
景
で
、
現
在
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
が
歌
わ
れ
て
い

ま
す
。
西
條
八
十
は
著
書『
大
衆
歌
謡
の
つ
く
り
方
』

の
中
で
、
一
旅
客
の
詩
人
の
方
が
敏
感
に
そ
の
土
地

の
面
目
を
つ
か
め
る
と
記
し
て

い
ま
す
。昭
和
前
期
の
世
相
を
背

景
と
し
て
制
作
さ
れ
た
行
田
音

頭
は
、
当
時
の
忍
町
の
様
子
を

描
写
し
た
史
料
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
30
年
9
月
１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
867

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜

30

行
田 

歴
史
系
譜
294

　8月10日、第25回夏休み一日消防士体験が消防本部で
開催されました。真夏の太陽が照りつけ、気温が35度近く

まで上がる中、参加した市内の小学生88人は防火衣着装訓練や放水訓練な
ど消防士のさまざまな仕事を体験しました。熱中症対策も万全で、しっかり
水分を取りながら元気よく訓練に取り組んだ子どもたち。将来、この中から
市民の生命と財産を守る立派な消防士が現れるかもしれません。

行田音頭のレコード

行田音頭のパンフレット

　昔から伝わる遊びを伝えながら、地域の子供たちの健やかな成長と世代間
交流を図っているのが「南河原昔の子どものあそび保存会」です。
　同会は昭和60年に設立され、現在は11人で活動しています。毎月2回、南
河原小学校を訪問し、1、2年生を対象にお手玉やだるま落とし、けん玉など
約10種類の遊びを教えています。
　毎回、会員が訪ねてくるのを楽しみにしている子供たちは、回数を重ねる
うちに徐々に一人でもできるようになるそうで、会員の皆さんはもの覚えの
早さに驚かされているそうです。そして何よりも、子供たちの楽しく遊んで
いる姿が、活動を続けるための元気の源になっているとのことです。そんな
子供たちから送られてくる感謝の手紙は、会員同士で読み合い、大切に保管
しています。
　「学校の外でも子供たちと会うと、昔遊びが上手にできたと話し掛けてくれ
るんですよ」とうれしそうに話す会長の田中英夫さん。昔の遊びが地域に笑顔
をもたらし、さらに世代を超えた貴重なつながりが、子供たちの心に地域への
愛着と優しい気持ちを育んでいくことでしょう。

【会長】田中 英夫　【電話番号】557―0989 優しく丁寧に教える会員の皆さん

みんな　チカラの
～市民公益活動団体紹介～㉑

行
田
音
頭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
レ
コ
ー
ド 

行
田
市
郷
土
博
物
館
所
有

南河原昔の子どものあそび保存会
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